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令 和 ２ 年 第 ４ 回 伊 佐 市 議 会 定 例 会 の 開 会 に あ た り 、 議

案 第 7 9号 か ら 議 案 第 8 7号 ま で に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 7 9号 「 鹿 児 島 県 市 町 村 総 合 事 務 組 合 を 組

織 す る 地 方 公 共 団 体 の 数 の 減 少 及 び 同 組 合 規 約 の 変 更 」

に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

本 件 に つ き ま し て は 、 大 島 農 業 共 済 事 務 組 合 の 解 散 に

伴 い 、 鹿 児 島 県 市 町 村 総 合 事 務 組 合 を 組 織 す る 地 方 公 共

団 体 の 数 の 減 少 及 び 同 組 合 の 規 約 を 変 更 す る こ と に つ い

て 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 8 0号 「 令 和 ２ 年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 補 正 予

算 （ 第 ９ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、 国 民 体 育 大 会 の 延 期 に 伴 う 準 備 経 費 や

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 対 策 関 連 経 費 等 に つ い て

所 要 の 措 置 を 講 じ た も の で あ り ま す 。  

 

補 正 の 主 な 内 容 に つ い て 歳 出 か ら 順 次 説 明 い た し ま す 。  

 

 総 務 費 に つ き ま し て は 、 菱 刈 庁 舎 の 高 圧 受 変 電 設 備 の

設 計 に 要 す る 経 費 に つ い て 新 た に 措 置 し 、 民 生 費 に つ き

ま し て は 、 生 活 保 護 扶 助 費 等 の 国 庫 支 出 金 精 算 返 納 金 に

つ い て 新 た に 措 置 し た ほ か 、 す こ や か 保 育 の 支 援 に 要 す

る 経 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

 衛 生 費 に つ き ま し て は 、 各 種 が ん 検 診 及 び 健 康 診 査 に

要 す る 経 費 に つ い て 減 額 の 措 置 を 講 じ 、 農 林 水 産 業 費 に

つ き ま し て は 、 災 害 に よ り 水 路 等 に 流 入 し た 土 砂 の 除 去

な ど 、 自 治 会 等 が 主 体 と な っ て 行 う 維 持 補 修 へ の 支 援 に

要 す る 経 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  
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商 工 費 に つ き ま し て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対

策 に 係 る 国 の 持 続 化 給 付 金 の 給 付 条 件 に 該 当 し な い 事 業

者 に 対 す る 市 独 自 の 事 業 継 続 支 援 金 に 要 す る 経 費 に つ い

て 減 額 の 措 置 を 講 じ 、 十 曽 青 少 年 旅 行 村 の 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 防 止 対 策 に 要 す る 経 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を

講 じ て お り ま す 。  

 

土 木 費 に つ き ま し て は 、 過 疎 債 配 分 の 確 定 に 伴 い 路 線

整 備 に 要 す る 経 費 に つ い て 減 額 の 措 置 を 講 じ 、 教 育 費 に

つ き ま し て は 、 国 体 カ ヌ － 競 技 の 延 期 に 伴 い 大 会 準 備 に

要 す る 経 費 に つ い て 減 額 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

災 害 復 旧 費 に つ き ま し て は 、 農 林 施 設 災 害 の 復 旧 に 要

す る 経 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

 以 上 、 歳 出 に つ い て 説 明 い た し ま し た が 、 こ れ ら の 財

源 に つ き ま し て は 、 分 担 金 及 び 負 担 金 、 国 庫 支 出 金 、 寄

附 金 及 び 繰 入 金 を も っ て 充 当 し 、 地 方 譲 与 税 、 法 人 事 業

税 交 付 金 、 環 境 性 能 割 交 付 金 、 使 用 料 及 び 手 数 料 、 県 支

出 金 、 諸 収 入 及 び 市 債 に つ い て は 減 額 の 措 置 を 講 じ て お

り ま す 。  

 

 こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 か ら 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

4 , 5 6 4万 ３ 千 円 を 減 額 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出

そ れ ぞ れ 2 2 1億 3 , 0 5 8万 ９ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

こ の ほ か 、 年 度 内 に 事 業 が 完 了 す る 見 込 が な い た め 、

硫 黄 山 関 連 対 策 事 業 ほ か ９ 件 の 事 業 に 明 許 繰 越 に よ る 繰

越 し の 措 置 を 講 じ 、 債 務 負 担 行 為 で は 、 一 般 廃 棄 物 収 集

運 搬 業 務 委 託 （ 大 口 地 区 可 燃 物 ） ほ か ８ 件 に つ い て 追 加

の 措 置 を 講 じ 、 地 方 債 で は 、 災 害 復 旧 事 業 ほ か １ 件 に 限

度 額 変 更 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  
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次 に 、 議 案 第 8 1号 「 令 和 ２ 年 度 伊 佐 市 国 民 健 康 保 険 事

業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ４ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

 今 回 の 補 正 は 、 歳 出 に お い て 、 一 般 管 理 に 要 す る 経 費

に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

 こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ  

3 5万 ６ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ

れ ぞ れ 3 9億 8 , 4 0 0万 ５ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 8 2号 「 令 和 ２ 年 度 伊 佐 市 介 護 保 険 事 業 特

別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ４ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 今 回 の 補 正 は 、 歳 出 に お い て 、 介 護 報 酬 改 定 に 伴 う シ

ス テ ム 改 修 に 要 す る 経 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ て お

り ま す 。  

 

 こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ  

2 2 1万 １ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ

れ ぞ れ 3 3億 2 , 8 0 9万 ４ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 8 3号 「 令 和 ２ 年 度 伊 佐 市 水 道 事 業 会 計 補

正 予 算 （ 第 ３ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 今 回 の 補 正 は 、 「 収 益 的 収 入 及 び 支 出 」 の 支 出 に お い

て 、 水 道 事 業 費 用 に 1 6万 円 を 追 加 し 、 収 益 的 支 出 の 総 額

を ３ 億 3 , 8 5 3万 ７ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 こ の ほ か 「 議 会 の 議 決 を 経 な け れ ば 流 用 す る こ と が で

き な い 経 費 」 に つ い て も 、 変 更 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  
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 次 に 、 議 案 第 8 4号 「 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律

の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 」 の 制 定 に つ

い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法

律 の 施 行 に 伴 い 、 延 滞 金 の 割 合 の 特 例 を 定 め た 特 例 基 準

割 合 の 名 称 等 が 変 更 さ れ る こ と か ら 、 関 係 す る 条 例 の 規

定 に つ い て 整 理 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 8 5号 「 伊 佐 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 地 方 税 法 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す

る 政 令 の 施 行 に 伴 い 、 国 民 健 康 保 険 税 の 負 担 水 準 に 個 人

所 得 課 税 の 見 直 し に よ る 影 響 や 不 利 益 が 生 じ な い よ う 、

軽 減 判 定 所 得 の 算 定 に お い て 基 礎 控 除 額 相 当 分 の 基 準 額

を 4 3万 円 に 引 き 上 げ る こ と な ど の 所 要 の 改 正 を 行 う も の

で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 8 6号 「 財 産 の 無 償 貸 付 け 」 に つ い て 説 明

申 し 上 げ ま す 。  

 

本 件 に つ き ま し て は 、 市 の 普 通 財 産 で あ る 土 地 及 び

建 物 を 、 誘 致 企 業 で あ る 菅 公 ア パ レ ル 株 式 会 社 に 有 償

で 貸 し 付 け て お り ま す が 、 本 建 物 は 昭 和 4 5年 に 建 築 さ

れ た も の で 、 耐 用 年 数 を 経 過 し て お り 、 借 受 人 に よ る

施 設 の 改 修 等 が 度 重 な る こ と か ら 、 経 営 負 担 を 軽 減 さ

せ 、 誘 致 企 業 に よ る 雇 用 の 維 持 に 資 す る た め 、 建 物 を

無 償 で 貸 し 付 け よ う と す る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 8 7号 「 ひ し か り 交 流 館 及 び 菱 刈 パ ー ク ゴ

ル フ 場 の 指 定 管 理 者 の 指 定 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  
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 本 件 に つ き ま し て は 、 指 定 管 理 者 の 公 募 を 行 っ た 結 果 、

２ 社 の 応 募 が あ っ た た め 、 伊 佐 市 公 の 施 設 指 定 管 理 者 選

定 審 議 会 に 諮 問 し 、 答 申 を 得 た と こ ろ で あ り ま す 。  

 

こ の 答 申 に 基 づ き 、 令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ８ 年 ３

月 3 1日 ま で の ５ 年 間 を 指 定 期 間 と し 、 株 式 会 社 鍋 倉 工 務

店 を 指 定 管 理 者 に 指 定 し た い の で 、 地 方 自 治 法 第 2 4 4条 の

２ 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で あ り

ま す 。  

 

以 上 、 議 案 ９ 件 に つ い て の 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し

く ご 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

―――  降  壇  ―――  
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 議 案 第 8 8号 か ら 議 案 第 9 3号 ま で に つ い て 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

議 案 第 8 8号 か ら 議 案 第 9 0号 ま で の 「 公 平 委 員 会 委 員 の

選 任 」 に つ き ま し て は 、 現 在 の ３ 人 の 委 員 の 任 期 が 、 令

和 ３ 年 １ 月 ６ 日 を も っ て 満 了 と な る こ と か ら 、 新 た に 選

任 す る こ と に つ い て 、 議 会 の 同 意 を 求 め る も の で あ り ま

す 。  

 

議 案 第 8 8号 の 狩 行 紀 六 氏 、 議 案 第 8 9号 の 大 辻 寛 信 氏 及

び 議 案 第 9 0号 の 山 下 和 弘 氏 は 、 現 在 も 委 員 で あ り 、 引 き

続 き 委 員 と し て 選 任 し よ う と す る も の で あ り ま す 。  

 

い ず れ の 方 々 も 、 人 事 行 政 に 関 し 識 見 を 持 た れ 、 適 任

で あ る と 考 え 、 公 平 委 員 会 委 員 と し て 選 任 し た い の で 、

地 方 公 務 員 法 第 ９ 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 同

意 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 9 1号 か ら 議 案 第 9 3号 ま で の 「 固 定 資 産 評

価 審 査 委 員 会 委 員 の 選 任 」 に つ き ま し て は 、 現 在 の ３ 人

の 委 員 の 任 期 が 、 本 年 1 2月 1 1日 を も っ て 満 了 と な る こ と

か ら 、 新 た に 選 任 す る こ と に つ い て 、 議 会 の 同 意 を 求 め

る も の で あ り ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 9 1号 の 竹 下 静 雄 氏 及 び 議 案 第 9 2号 の 桐 原

茂 太 氏 は 、 現 在 も 委 員 で あ り 、 引 き 続 き 委 員 と し て 選 任

し よ う と す る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 9 3号 の 上 薗 信 行 氏 に つ き ま し て は 、 昭 和

5 3年 に 菱 刈 町 職 員 と し て 奉 職 以 来 4 2年 間 行 政 に 携 わ っ て

こ ら れ 、 こ の 間 、 税 務 課 長 等 を 歴 任 さ れ ま し た 。  
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上 薗 氏 に つ き ま し て は 、 現 在 の 委 員 の お 一 人 に 代 わ り 、

今 回 新 た に 委 員 と し て 選 任 し よ う と す る も の で あ り ま す 。  

 

い ず れ の 方 々 も 固 定 資 産 の 評 価 に 関 し 識 見 を 持 た れ 、

適 任 で あ る と 考 え 、 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 委 員 と し て

選 任 し た い の で 、 地 方 税 法 第 4 2 3条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 、

議 会 の 同 意 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

以 上 、 議 案 ６ 件 に つ い て の 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し

く 御 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

―――  降  壇  ―――  

 

 


